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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　打ち込み面に打ち込まれる主杭と、前記主杭と交差するように設けられ前記主杭の打ち
込み方向に対して傾斜して打ち込まれる補助杭とからなり、地面に敷設されたシートを固
定するシート固定用組み合わせ杭であって、
　前記主杭は、断面が端部壁とその間に設けられた中間壁とを備えた略Ｖ字状に構成され
、前記中間壁を貫通する前記補助杭が挿通される挿通孔を有し、
　前記補助杭は、先端から後端に向かうにつれて厚み寸法が大きくなり、後端側の寸法が
、前記挿通孔よりも大きく構成され、
　前記補助杭は、前記端部壁側から前記挿通孔に挿入されることを特徴とする、組み合わ
せ杭。
【請求項２】
　前記補助杭は、後端側に外側へ突出した抜け防止リブが設けられている
ことを特徴とする、請求項１に記載の組み合わせ杭。
【請求項３】
　前記主杭は、１枚の板状部材を折り曲げ加工することにより断面略Ｖ字状に構成される
ことを特徴とする、請求項１又は２に記載の組み合わせ杭。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれかに記載の組み合わせ杭を用いたシート類の地面への取り付け
方法であって、前記主杭をシートに通して前記挿通孔が地面に埋まらないように打ち込み
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、前記シート類の下側から前記挿通孔によって補助杭を案内しつつ、補助杭を地面に対し
斜めに打ち込んだ後、さらに主杭を打ち込むことで、シートを地面と前記主杭で挟持して
シートを地面に取り付けるシート類の取り付け方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主杭と補助杭を組み合わせて打ち込み対象面に打ち込まれる組み合わせ杭に
関し、特にシート類を地面に固定するために地面打ち込まれる組み合わせ杭及びその取り
付け方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、高速道路の路肩や中央分離帯などにおいて、雑草が繁茂することを防止するた
めに、当該路肩部分などに防草シートを敷いて太陽光を遮光することで雑草が生えるのを
阻止するという方法が採られている。
【０００３】
　このような防草シートは、高速道路の路肩部分以外に田畑のビニールシート周りなど種
々の目的においても使用されているが、いずれも遮光性を有する薄手のシートで構成され
ており、風で吹き飛ばされないようにするために、多数のシート固定具をシートの上から
打ち込んで地面に固定することが行われている。
【０００４】
　このシート固定具としては、Ｕ字形や表面に複数の突起が設けられた杭などが用いられ
ており、例えば、下記の特許文献などに記載されている。
【０００５】
　特許文献１（特開２００５－２２９９５２号公報）には、両端が尖った針金を逆Ｕ字形
に折り曲げ、折り曲げた上端部を水平直線状に設定してなるシートピンが開示されている
。
【０００６】
　また、特許文献２～特許文献４には、いずれも杭形状のシート固定具が開示されている
が、この杭形状のシート固定具は、杭の打ち込みにより穿設された穴に対し、水平方向の
力が働くと穴が広がるので保持力が弱くなり、固定具が抜けやすくなるという問題を有し
ている。このため、特許文献３，４には、抜け防止のための返しを設け、固定具の抜けを
防止している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００５－２２９９５２号公報
【特許文献２】特開２００４－９７１８７号公報
【特許文献３】特開平７－１０３２１８号公報
【特許文献４】特開２０１１－２２３９１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし、杭の表面に返しを設けたとしても、杭の打ち込み時において地面をその返しの
投影面積だけ広げた形で打ち込まれ、また、杭の打ち込みにより穿設された穴には、固定
具を締め付ける方向に弾性的に作用しないので、杭周囲の地盤が緩くなった状態となって
いる。このため、降雨などにより地盤が固まるまでの間は返しを設けたとしても十分な抜
け防止のための構造として機能しないという問題があった。
【０００９】
　また、特許文献３の固定具は、返しは打ち込み時には杭内に収納されており、打ち込み
後に突出させる構造であるが、固い地盤では、返しの突出が困難であるという問題もあっ
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た。
【００１０】
　したがって、本発明が解決しようとする技術的課題は、地面などの打ち込み面から抜け
にくい杭と当該杭を用いたシート類の地面への取り付け方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の第１態様によれば、打ち込み面に打ち込まれる主杭と、前記主杭と交差するよ
うに設けられ前記主杭の打ち込み方向に対して傾斜して打ち込まれる補助杭とからなり、
地面に敷設されたシートを固定するシート固定用組み合わせ杭であって、
　前記主杭は、断面が端部壁とその間に設けられた中間壁とを備えた略Ｖ字状に構成され
、前記中間壁を貫通する前記補助杭が挿通される挿通孔を有し、
　前記補助杭は、先端から後端に向かうにつれて厚み寸法が大きくなり、後端側の寸法が
、前記挿通孔よりも大きく構成され、
　前記補助杭は、前記端部壁側から前記挿通孔に挿入されることを特徴とする、組み合わ
せ杭を提供する。

【００１２】
　本発明の第２態様によれば、前記補助杭は、後端側に外側へ突出した抜け防止リブが設
けられていることを特徴とする、第１態様の組み合わせ杭を提供する。

【００１３】
　本発明の第３態様によれば、前記主杭は、１枚の板状部材を折り曲げ加工することによ
り断面略Ｖ字状に構成されることを特徴とする、第１又は第２態様の組み合わせ杭を提供
する。

【００１７】
　本発明の第４態様によれば、第１から第３態様のいずれかの組み合わせ杭を用いたシー
ト類の地面への取り付け方法であって、前記主杭をシートに通して前記挿通孔が地面に埋
まらないように打ち込み、前記シート類の下側から前記挿通孔によって補助杭を案内しつ
つ、補助杭を地面に対し斜めに打ち込んだ後、さらに主杭を打ち込むことで、シートを地
面と前記補助杭で挟持してシートを地面に取り付けるシート類の取り付け方法を提供する
。

                                                                                
【発明の効果】
【００１８】
　本発明に係る組み合わせ杭、及びシート類の地面への取り付け方法によれば、主杭と補
助杭のうち込み方向が異なり、打ち込み時において両者の相対位置がある程度固定されて
いるため、例えば、主杭に対して地面と垂直な方向の力が加わっても、打ち込み面である
地面に対して斜めに打ち込まれた補助杭によって主杭が抜けにくくなる。同様に、補助杭
のうち込み方向の力が加わっても、主杭によって補助杭が抜けにくくなる。また、施工の
ために特殊な工具も不要であり、施工を簡易に行うことができる。
【００１９】
　また、ガイド機構として、補助杭の打ち込み方向に貫通する補助杭が挿通される挿通孔
とすることによって、簡単な構成とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の実施形態にかかる組み合わせ杭の構成を示す斜視図である。
【図２】図１の組み合わせ杭の主杭の構成を示す斜視図である。
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【図３】図２の主杭のIII-III線における断面図である。
【図４】本発明の実施形態にかかる組み合わせ杭の補助杭の構成を示す斜視図である。
【図５】図１の組み合わせ杭を用いてシート類を地面に取付けた状態を示す図である。
【図６】図１の組み合わせ杭によって固定される防草シートの構成を示す模式図である。
【図７】図１の組み合わせ杭によって防草シートを固定する工程を示す模式図である。
【図８】図１の組み合わせ杭によって防草シートを固定する続きの工程を示す模式図であ
る。
【図９】図１の組み合わせ杭によって防草シートを固定するさらに続きの工程を示す模式
図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の一実施形態に係る組み合わせ杭について、図面を参照しながら説明する
。
【００２２】
　図１は、本発明の実施形態にかかる組み合わせ杭の構成を示す斜視図である。本実施形
態にかかる組み合わせ杭１は、高速道路の路肩や中央分離帯などにおいて、雑草が繁茂す
ることを防止するために、地面に敷設する防草シートを固定するための固定杭である。
【００２３】
　組み合わせ杭１は、それぞれ金属で構成された主杭１０及び補助杭３０からなり、主杭
１０の上端近傍に設けられた挿通孔１１に補助杭３０が挿通される状態に組み合わされる
。挿通孔１１は、本発明のガイド機構としての一例であり、補助杭３０を主杭１０の打ち
込み方向への移動を規制しつつ補助杭３０の打ち込み方向に補助杭３０を案内し、補助杭
３０が打ち込み面である地面に打ち込まれた状態では補助杭３０を固定するためのもので
ある。
【００２４】
　後述するように、組み合わせ杭１の主杭１０は、地面に対して垂直方向に打ち込まれ、
補助杭３０は、約６０度に傾斜して打ち込まれる。このように打ち込み方向が異なる２つ
の杭により、それぞれの打ち込み角度に沿った方向に働く力に対して、互いの杭が他方の
杭の抜け防止の役割を有し、組み合わせ杭１全体として、抜けにくくすることができる。
【００２５】
　図２は、本実施形態にかかる組み合わせ杭の主杭１０の構成を示す斜視図である。図３
は、図２のIII-III線における断面図である。主杭１０は、１枚の金属板を断面が略Ｖ字
形になるように２箇所の平行な折り曲げ線に沿って折り曲げ、両端の端部壁１２ａ，１２
ｂとその間に形成される中間壁１３とで杭の本体部分を形成する。本実施形態において、
主杭１０は全長が１８ｃｍであり、端部壁１２ａ，１２ｂの幅寸法Ａが１１．５ｍｍ、中
間壁の幅寸法Ｂが５ｍｍに構成されている。
【００２６】
　主杭の本体部分の先端側には差込尖端部１４、後端側にはシート押さえ部１５が設けら
れている。シート押さえ部１５は、両端の端部壁１２ａ，１２ｂの上端部分を外側方向に
折り曲げることにより、構成されている。
【００２７】
　杭の本体部分の中間壁１３には、上端近傍に上記の挿通孔１１が設けられており、また
中間部分には複数の返し片１６が設けられている。本実施形態では、挿通孔１１の幅寸法
Ｈは４ｍｍであり、長さ寸法Ｄは３０ｍｍに構成されている。また、杭の本体部分の端壁
１２ａ，１２ｂには、その長手方向に延びる補強リブ１７が設けられている。
【００２８】
　図４は、補助杭３０は、本発明の実施形態にかかる組み合わせ杭の補助杭の構成を示す
斜視図である。補助杭３０は、１枚の金属板をその中間部分に位置する折り曲げ線で折り
曲げて、断面が略Ｖ字形になるように作成される。本実施形態において、補助杭３０は全
長が１５ｃｍ、高さＷが１．５ｃｍである。また、幅寸法は後側に向かうにつれて大きく
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なるように構成されており、最も後部分の幅寸法Ｃは５．５ｍｍである。
【００２９】
　補助杭３０の先端側には尖端部３１、後端側には叩き部３２が設けられている。上記の
ように、補助杭３０は、主杭１０に対し傾斜した方向に打ち込まれるので、打ち込み時に
叩き部３２の上縁がほぼ水平方向となるように角度が調整されている。
【００３０】
　また、尖端部３１は、傾斜面３１ａが上側になるように構成されており、打ち込み時に
地面と傾斜面３１ａとの抵抗によって、補助杭３０を立てる方向に力が及ぶため、斜め方
向への補助杭の打ち込みを容易にすることができる。
【００３１】
　また、補助杭３０の後端側には、抜け防止リブ３３が設けられている。抜け防止リブ３
３は、挿通孔１１に挿通された補助杭３０が、主杭１０から抜けきることを防止する。抜
け防止リブ３３によって、補助杭３０を主杭１０に挿通する最大幅が決定され、打ち込み
時に、抜け防止リブ３３と主杭１０が当接する位置まで補助杭３０を打ち込むと主杭１０
と補助杭３０の相対位置が固定される。
【００３２】
　図５は、本実施形態にかかる組み合わせ杭を用いてシート類を地面に取付けた状態を示
す図であり、シートを地面に固定したときの断面を示している。本実施形態の組み合わせ
杭１によれば、主杭１０と補助杭３０のうち込み方向が異なり、抜け防止リブ３３によっ
て打ち込み時において両者の相対位置がある程度固定されているため、例えば、主杭に対
して地面と垂直な方向の力が加わっても、打ち込み面である地面に対して斜めに打ち込ま
れた補助杭３０によって主杭が抜けにくくなる。
【００３３】
　すなわち、図５に示すように、打ち込まれた主杭１０及び補助杭３０の近傍の地盤７０
０は、杭の打ち込みによって緩んだ状態となる。特に返し片１６が設けられている側の地
盤７０ａは、返し片１６によって地盤が押し広げられており緩んだ状態が顕著である。こ
の地盤７０ａは、降雨などによって地盤が固まるまでは、杭に対して打ち込み方向に沿っ
た方向の力が加わることで杭が抜けやすい状態となっている。
【００３４】
　一方、杭の打ち込み位置から離れた場所の地盤７１は、主杭１０及び補助杭３０の打ち
込み時においても、元の締まった状態を維持している。このため、杭の打ち込み方向に交
差する方向に加わった杭が抜けにくくなっている。
【００３５】
　したがって、主杭１０に対して、矢印９０に示す打ち込み方向に沿った方向の力が働い
た場合、補助杭は地盤７１によって、矢印９０に沿った方向への移動が規制され、結果と
して主杭の脱落を防止する。一方、矢印９１に示す補助杭３０の打ち込み方向に沿った方
向の力が補助杭３０に働いた場合、主杭は地盤７１によって当該方向への移動が規制され
、補助杭の脱落を防止する。したがって、組み合わせ杭１全体としての脱落が防止される
。
【００３６】
　次に、本実施形態にかかる組み合わせ杭を用いた防草シートの固定の手順について説明
する。図６は、本実施形態にかかる組み合わせ杭によって固定される防草シートの構成を
示す模式図である。防草シート１００は、高速道路の路肩や中央分離帯などにおいて、雑
草が繁茂することを防止するために、地面に敷設する可撓性のあるシートであり、周縁部
分に杭を打ち込むための打ち込み部１０１が設けられている。防草シート１００は、遮光
性を有する例えば合成樹脂で構成されている。
【００３７】
　打ち込み部１０１は、主杭１０が打ち込むまれる部分であり、例えば、シートに設けら
れた貫通孔や切り込みなどで構成される。
【００３８】
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　図７から図９は、組み合わせ杭によって防草シートを固定する工程を示す模式図である
。本実施形態にかかる組み合わせ杭１を用いてシート類を地面に固定するには、図７に示
すように主杭１を防草シート１００に設けられた打ち込み部１０１に通して、差込尖端部
１４を地面Ｇに差込み、シート押さえ部１５をハンマーなどで叩いて挿通孔１１付近が埋
まる程度まで主杭１０を打ち込む。このとき、補強リブ１７によって、主杭１０の変形を
抑止し、主杭１０をまっすぐ鉛直方向に打ち込むことができる。
【００３９】
　次いで、図８の矢印９２に示すように、防草シート１００の端縁を持ち上げ、防草シー
ト１００の下側から補助杭３０を主杭の挿通孔１１に挿入し、補助杭３０を打ち込む。こ
のとき、補助杭３０の叩き部３２の上縁がほぼ水平方向となるように構成されているため
、ハンマーなどによる打ち込みが行いやすく、主杭１０の打ち込み方向に対して交差する
ようにまっすぐに打ち込むことができる。また、上記の通り、尖端部３１の傾斜面３１ａ
が上側になるように構成されているため、補助杭３０が立つような方向に力が働き、補助
杭３０が打ち込みやすくなっている。
【００４０】
　図９は、補助杭３０の抜け防止リブ３３が挿通孔１１に当接する程度になるまで補助杭
３０を打ち込んだ状態を示している。この状態においても、補助杭３０により主杭１０は
十分な抜け強度を有する。ただし、防草シート１００の固定をより確実にするために、防
草シート１００を元の位置に戻し、さらに、主杭１０のシート押さえ部１５を叩いて主杭
１０及び補助杭３０を地面Ｇに追加的に打ち込む。このとき補助杭３０は、挿通孔１１の
上縁に当接して下向きの力を受け、地面内に打ち込まれる。なお補助杭３０は断面がくさ
び形状をしているため、地面に入り込みやすくなっている。打ち込んだ状態は、図５に示
す通りであり、シート押さえ部１５により防草シート１００が押さえられて、シートが地
面に固定される。
【実施例】
【００４１】
　図１に示す本発明に係る組み合わせ杭（実施例）と市販の２種類のシート押さえ用杭（
マルチキーパー（比較例１）Ｔ型シートピン（比較例２））を用いて条件の違う土壌に打
ち込み、引き抜き強度を計測数値化して比較した。なお、比較例の杭はいずれもポリプロ
ピレン製の杭であり、周囲に抜け防止のための返しが設けられているものである。
【００４２】
　測定には、防草シートが影響すると思われる部分に実験用のビニール紐を結び、地面に
対して垂直方向に人力で引っ張り、杭が抜けたときの最大荷重をダイヤル表示式のバネ計
りを用いて測定した。結果は表１の通りである。
【００４３】
【表１】

【００４４】
　表１に示すように、全般に土壌の環境によりバラツキがあるが、一般流通品に較べ４．
４～７倍の効果を確認することができ、抜け防止に対する強度の優位性は十分であるとい
う結果が出た。
【００４５】
　以上説明したように、本実施形態にかかる組み合わせ杭によれば、打ち込み方向の異な
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る２つの杭により、互いの杭の引き抜き強度を高めることができる。また、打ち込みのた
めに特殊な工具も不要であり、施工を簡単にすることができる。
【００４６】
　なお、本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、その他種々の態様で実施可能
である。例えば、主杭と補助杭の組み合わせは、主杭に設けた挿通孔に補助杭を挿通させ
るものに限定されず、例えば、補助杭に長手方向に沿った長孔を設け、当該長穴と嵌合す
る突部を主杭に設けるように構成することもできる。
【００４７】
　本発明の組み合わせ杭及びその取り付け方法によれば、シート類に限らず、テントよう
のロープなど一定以上の大きさの打ち込み部を有する種々の部材を地面などの打ち込み対
象物に強力に固定することが可能である。
【符号の説明】
【００４８】
　１　組み合わせ杭
１０　主杭
１１　挿通孔
１２ａ，１２ｂ　端部壁
１３　中間壁
１４　差込尖端部
１５　差込尖端部
１６　返し片
１７　補強リブ
３０　補助杭
３１　尖端部
３１ａ　傾斜面
３２　叩き部
３３　抜け防止リブ
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【図７】

【図８】

【図９】



(10) JP 6131024 B2 2017.5.17

10

フロントページの続き

(56)参考文献  実開昭５７－１３３６４９（ＪＰ，Ｕ）　　　
              実開昭５７－１２３８４０（ＪＰ，Ｕ）　　　
              実開平０５－０９４３３９（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開昭５９－０５５９１８（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｅ０２Ｄ　　５／２２－５／８０
              Ｅ０２Ｄ　　１７／００－１７／２０
              Ａ０１Ｇ　　１１／００－１６／００
              Ｅ０１Ｈ　　１１／００
              Ｅ０４Ｈ　　１５／００－１５／６４
              Ａ４７Ｇ　　２７／００－２７／０６　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

